
 

 

 
【色目】黒木賊 ＜表：青黒味アリ 裏：白＞ 

 
木賊（トクサ、左）

は味のある花材だ。

節が多く、ざらざら

した堅い茎が直立

し、野太い野生児の

よう。その点、節も

なく、つるつるした

肌合いの茎が直立する太藺

（フトイ、右）とは違う。 

色目には「木賊」「黄木賊」「青木賊」

そしてこの「黒木賊」があり、武家愛用

の色目とのこと。なるほどワイルドだ。 

 

花材は、花が白く、そして、蕾部分と

茎がやや黒味を帯びた緑のオーニソガ

ラム。もっと黒味の強いモンステラの葉

も加えてもう一瓶。 

  

 

 

  
【色目】九月菊 ＜表：白 裏：黄＞ 

 

昔は菊といえば白菊と黄菊しかなかったの

で、ご覧の通りの色目。が、9 月は「菊月」

ともいい、菊の最盛期だ。 

9 月 9 日の重陽の節句の「菊花宴」では、

こんな色目の衣装をまとい、菊花を浮かべた

酒杯を飲んで長寿を祈ったのだろうか。 

 

 花材は、白にオーニ

ソガラム、黄にオンシ

ジウム。黄は和の黄に比べると、南国のラン

ゆえクリアで鮮やかな黄色だ。すでに枯れ始

めていたので、それも散らし、混色させれば

日本の黄に近づくかも、と。 

 その後のリメイク版が右。見えにくいが、

白のオーニソガラムがてっぺんまで咲き切

っている。ほぼ色目通りかも。 
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